
年度　事業シート
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１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○佐伯高等学校の活性化に向けた支援

佐伯高校ホームページ更新補助
佐伯高校生徒下宿費補助＠20,000×12月×4人
佐伯高校生徒下宿改修費補助
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市教育委員会
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事務局費

教育費
重 点 施 策 子どもたちがたくましく自立し確かな学力を身につける 項 01

・若い世代が安心して子育てができるためには、地域に保育園・幼稚園、小学校、中学校、高等学校が存
在することが重要であり、佐伯地域・吉和地域を一体として捉えれば、現在、本市では望ましい教育環境
が確保されている。
・広島県の方針により、一定規模の生徒数が確保されなければ廃校の危機にある県立佐伯高等学校は、地
域との結びつきを重視した教育活動や、全国レベルのアーチェリー部に加えて、新たに女子硬式野球部を
創設するなど、今まで以上に学校の活性化に取り組んでいる。
・地域イベント等に積極的に参加している佐伯高校生徒は、地域に活力を創出している。また、地域学習
を通して地域のことを深く学んだ生徒や、他市や他県から佐伯高校に通うために本地域に下宿した生徒
は、将来、本地域への定住も期待される。
・佐伯高校の存続は、本市中学生の進路選択幅の維持にもつながる。
・これらのことから、佐伯高校の広報費用、生徒を下宿させるための改修費用、生徒の下宿費に対して市
から補助を行うことで、学校と行政が連動した取組としてつながり、他市や他県から生徒を受け入れるこ
とで入学者の増加や佐伯高校の活性化を図り、佐伯高校並びに地域サービスの維持・向上を図る。

佐伯高等学校の活性化支援 地域住民・団体 活性化への取組みに対する地域支援

根拠法令
条例
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平成

教育総務費

関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割市役所（職員）の役割
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【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

地域の児童生徒
佐伯高等学校の教育活動や部活動等の活性化支援をとおして、学校の維持
存続を図り、地域における教育環境の確保及び充実を目指す。

実施主体

地域と学校の協働による創造性豊かな子どもの育成
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学校教育法施行規則
廿日市市教育振興計画佐伯高等学校の活性化支援
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